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出生に関する総合的な目標のあり方 
 

【目標のあり方を議論するに当たっての大前提】 

○個人の産む産まないを選択する自由を侵害するものではなく、あくまでも、希望する

人が結婚でき、希望する人が産むことができるような目標であること。 

 →個人の希望を尊重 

○個人に対するものではなく、県のみならず国、市町、企業等の取組みを通じて達成す

べき目標であること。 

 →県等の目標であることの明示 

 

【目標の必要性】 

県としては、少子化対策を長期にわたり計画的に進めるため、施策の効果検証や県民

の意識醸成の観点から、何らかの目標設定を設定することは有意義。一方で、個人に対

するプレッシャーになるなどの意見がある。 

○施策の効果検証 

・長期にわたり計画的に先へ進むために目標をつくる必要があるのではないか。 

・施策の検証に有効であり、必要ではないか。 

・政策的な目標がなく、検証と進捗状況の評価が行われなかったことも、少子化の歯止めが

かからなかった一つの要因ではないか。 

○県民の意識醸成 

・長期的な課題であるとの共通意識、期待感の醸成という観点から必要ではないか。 

・少子化危機という課題について、県民全体の意識の醸成が期待できるのではないか。 

 

【目標のあり方】 

区分 定量的な目標 定性的な目標 

目標の例 ・合計特殊出生率 

・出生数 

・生涯未婚率 

・平均初婚年齢 

 

・個々人が希望する子どもの数と生まれる

子どもの数の乖離をなくすための環境

を整備する。 

・希望する年齢に結婚できるための環境を

整備する。 

メリット 少子化対策への覚悟・本気度が伝わり、気

運の醸成につながる。 

施策の進捗状況や成果が分かりやすい。 

出生率や出生数は、指標として広く認知されて

いるため、分かりやすい。 

社会の持続的発展と県民の結婚・出産・子育て

の希望を叶えることの両方を目指す目標とな

る。 

結婚や出産は個人の決定に基づくもので

あり、そうした個人の決定を尊重しながら

目指すべきビジョンを示すことができる。 

デメリット 達成プロセスを示さなければ絵に描いた

餅になる恐れがある。 

個人や個々の家族に目標を設定するかの

ように受け取られる恐れがある。 

出生率や出生数は、女性に対して出産を押し付

けるかのようなメッセージに捉えられかねな

い。 

個人に特定のライフスタイルを押し付けている

かのような印象を与えたり、プレッシャーに繋

がりかねないという懸念がある。 

少子化対策の成果や進捗状況が見えにく

い。 
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